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研 究 報 告

看護師養成所 2 年課程（定時制）の学生の 
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要　　旨

　本研究は看護師養成所 2 年課程（定時制） の学生を対象に、 人体の解剖見学が臨老式死生観尺度と
Frommeltターミナルケア態度尺度日本語版において変化をもたらすかを検証した。見学群（n=31）は解
剖見学と終末期看護学の受講、非見学群（n=31）は終末期看護学の受講のみで、前後に無記名質問紙調
査を実施した。結果、両尺度の群間に差はなかった。看取り体験のない見学群は第 5 因子「人生における
目的意識」（p<0.05）が向上した。看取り体験のある非見学群においては第 2 因子「死への恐怖・不安」（p<0.05）
は低下し、第 5 因子「人生における目的意識」（p<0.05）、および「Ⅰ．死にゆく患者へのケアの前向きさ」
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（p<0.05）と「Ⅱ．患者・家族を中心とするケアの認識」（p<0.05）に向上がみられた。看取り体験が結
果に影響したと示唆され、検証のあり方や教育の方略について検討する必要が明らかとなった。

はじめに
　日本の65歳以上の人口は増加傾向が続いており、
2042年には3,935万人へとピークに達すると推定
されている 1 ）。多死社会の状況において、看護師
は最期まで患者の尊厳を保ち、その人らしさを支
援するためのニードを的確に査定し、支援する役
割がある。すなわち、ターミナル期において心身
の苦痛や不安の緩和を図る支援だけではなく、「患
者の人生の脈絡における集大成としての別れの時
をどのようにサポートするのか、最期の瞬間まで
その人らしく生きることを支える」2 ）全人的ケア
の実践が求められている。
　看護師は、その実践力を備える基盤として自身
の死生観を形成している必要がある。死生観は、
「死と生にまつわる価値や目的などに関する考え
方で、感情や信念を含む」3 ）概念であり、死に対
してだけではなく、生きるためのその人の行動を
決定する基盤として働く 4 ）とされている。看護師
自身が揺るぎない死生観を備えていなければ死に
対して恐怖心を抱き、その恐怖心のために患者と
のコミュニケーションを逃避したり 5 ）、患者に寄
り添うことに辛さや、患者に向き合うことを避け
たくなる感情や恐怖心をもつこと 6 ）が報告されて
いる。看護学生においては、自身の死について身
近な相手に語りたい思いがある一方で、語る時に
恐怖、不安、寂しさなどの否定的感情をもってい
ること 7 ）が報告されている。死生観を形成してい
れば死に対する不安や恐怖心が低減し、ターミナ
ル期の患者に関わる看護師としての態度（以下、
ターミナルケア態度）の積極性に影響する 8 ）ため、
看護基礎教育の課程から死生観の形成を進める教
育を行う必要がある。
　死生観形成を進める看護基礎教育は、終末期看
護学、がん看護学、緩和ケア学の講義などの知識
型プログラムに加え、生命や医療職としての倫理
教育の機会9 ）が必要となるため、読書や映画鑑賞10）、 
シミュレーション教育11）、ロールプレイ12）を用い
た演習、そして臨地実習でターミナル期の患者を
受け持つこと等を通して学ぶ実感型プログラムが
行われている。その中で、人体の解剖見学（以下、
解剖見学）や死の疑似体験などの実感型のプログ
ラム13）を看護基礎教育に導入している看護系大学
や看護師養成所がある。看護学生の解剖見学の目

的には、ご遺体を前に人体の構造や機能を学ぶこ
とに加え、献体をすることへの思いに気付き、献
体をされた方々の尊厳を学ぶなどがある14-16）。教
育効果では、「人体の機能と構造の理解につながる」17） 

ことや、看護学生としての学習動機18）、さらに学
習意欲や看護師になる決意をもつといった内面的
な成長に影響19）すると報告されている。
　解剖見学の教育方略は適切であるのか検討が十
分ではなく、検証が課題となっている13）。アイル
ランドにおいて、解剖見学を取り入れている看護
師養成所は増加傾向にあるが、どのような教育効
果や影響を与えるかの検証は進んでいない。その
中で、献体による学習群は、プラスチック製の人
体模型を使用した群と比べて、43％の看護学生が
患者の死に向き合う準備ができるようになったと
報告されている20）。また、台湾においても見学群
は「死への不安」を有しながらも、Chinese version of  
College Students’ Course Engagement Questionnaire
等の客観的指標において「ケア態度形成」等に関
する教育目標が達成された21）と報告されている。
解剖見学は看護学生の死生観やターミナルケア態
度の形成に寄与すると考えられる。しかし、それ
らの研究成果の対象者は看護大学の学生であり、
看護師養成所 2 年課程の看護学生はどのような結
果を示すのか明らかになっていない。
　准看護師養成課程のカリキュラムに、終末期看
護学や緩和ケア学の科目が設けられていない22）た
め、看護師養成所 2 年課程における教育では死生
観形成は重要である。死に関する教育について、
看護師および准看護師養成所1260校の看護教員を
対象にした調査23）において養成課程別で結果は示
されていなかったが、死後の処置に関する教育を
行っていると回答したのは75.2％の養成所であっ 
た。その教育内容において90％以上の養成所が提
供していたのは「敬虔な気持ち・態度」「死後の
身体的変化（死後硬直・生体反応の消失）」「家族
への配慮」「外観の整容」「死の定義」「死者の尊
厳を守る」「エンゼルメイク」等が示されていたが、
教育評価は提示されていなかった。看護師養成所
2 年課程（定時制）の看護学生のみを対象とした
研究では、解剖見学の教育効果を感想内容（自由
記載）の類似性に基づき質的にまとめた提示24）に
とどまっており、解剖見学による死生観とターミ
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ナルケア態度の形成に関する教育効果を尺度を用
いて客観的に追跡して検証した先行研究は見当た
らなかった。

研究の目的
　本研究の目的は、看護師養成所 2 年課程（定時
制）の学生を対象に、解剖見学が死生観とターミ
ナルケア態度に変化をもたらすかを尺度を用いて
対照群を設けた検証により明らかにすることであ
る。

用語の操作的定義
　 1 ．解剖見学：「献体」した人の体に触れ、臓
器や人体の構造を観察し、生命の尊さを知り看護
に役立てるための学びとする。
　 2 ．死生観：死と生に対する見方、死と生にま
つわる価値や目的などに関する考え方で、感情や
信念を含む 3 ）ことを参考に、死と生に対する見方、
死と生にまつわる価値や目的等に関する考え方と
した。
　 3 ．ターミナルケアの態度：死にゆく患者を前
に、看護実践に向けられる行動・信念・感情につ
いての認識25）とした。

研究方法
　 1 ．研究デザイン
　本研究は、対照群を設けた観察研究である。解
剖見学を行っている看護師養成所 ２ 年課程（定時
制）の学生（以下、看護学生）を見学群とし、見
学を行っていない方を非見学群とし、死生観とタ
ーミナルケア態度の尺度得点の推移を比較した。
　 2 ．対象者
　研究協力施設は、関西地区にある看護師養成所
2 年課程（定時制）（以下、 2 年課程）であり、
終末期看護学の授業をほぼ同時期に、かつ同一講
師により同じ内容の講義を展開しており、 １ 校は
解剖見学を実施し、もう １ 校は見学をしていない
計 2 校を便宜的に選定した。対象者は本研究に同
意した計79人の 1 年生であり、うち見学群は39人、
非見学群は40人とした。除外基準は本研究に同意
をしない人とした。
　 3 ．教育の内容・方法
　 1 ）解剖見学
　解剖見学の目的は、人体の構造に関する知識を
習得すること、献体された方々の生前の思いを鑑
みて、看護師としての倫理観や生命への責任を感
じとることであった。解剖見学前に、正常解剖の

見学目的と献体の歴史、献体登録の現状、解剖の
種類と献体、遺骨返還の時期と方法、生命倫理に
ついて説明してから人体が解剖された状態の見学
を進めた。はじめに献体者が自身の体を提供し、
医療職に学んで欲しいという生前の意思に敬意も
って献体に黙祷を行った。その後に医学への貢献
のために「無条件」「無報酬」で遺体を提供する
仕組みについて、さらに臓器に触れながら人体の
構造や機能等について説明を行った。解剖見学後
は日を変えて、献体者の意思や篤志に感謝し、看
護職としての責任を果たすこと等について、グル
ープ内で学びを共有する時間を設けた。
　 2 ）終末期看護学
　研究結果が影響を受けることを鑑み、両校のシ
ラバスを教務部長から許可を得て閲覧した。両校
共に解剖見学前に開講されている死生観・ターミ
ナルケア態度に関係する科目は、 1 年次の「成人
看護学（ 2 単位）」と「老年看護学（ 2 単位）」で
あった。それぞれに含まれている終末期看護の講
義（90分/回、各 3 回）であった。講義内容はタ
ーミナル期にある患者の看護として緩和ケア、エ
ンドオブ・ライフケア等についてであり、講師は
同等の資料に沿った講義内容を両校に行った。両
群ともに講義内で「おくりびと」（松竹株式会社、
日本）の映画の一部（納棺師見習いの主人公が熟
練の納棺師に連れられて初めて納棺の儀を目にし
た場面、銭湯で顔なじみになった高齢女性を主人
公が納棺の儀を執り行う場面）を上映した。「お
くりびと」の上映の目的は、納棺師による死の儀
式を通して、故人との別れを成立させる場面から、
看護師として遺体へのケアならびに尊厳を理解す
ることであった。なお、全編の鑑賞を希望する学
生は授業時間外でDVDを購入する等により視聴
した。
　 4 ．データ収集方法
　データは自記式調査票を用い収集した。調査票
は無記名としたが、追跡するため学籍番号を記入
してもらった。配布・回収方法は、同時に同じ内
容の調査票を 2 回分配布し、両回とも留め置き法
により回収した。回収では各校の教室の一角に鍵
のかかった回収箱を １ 回目は解剖見学および終末
期看護学の授業前の 7 日間設置し、 2 回目は終末
期看護学の受講後に 3 日間（月−水曜日の通学期
間）設置し、調査票を投函してもらった。なお、
見学群は解剖見学を終えた後に終末期看護学を受
講している。研究期間は2017年12月上旬−2018年
2 月中旬であり、うち見学群の観察期間は12月上
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旬− 1 月中旬、非見学群は １ 月下旬− 2 月中旬で
あった。
　 5 ．調査内容
　調査内容は基本属性、死生観、ターミナルケア
態度についてである。基本属性は性別、学歴、職
歴、看取り体験の有無、死別体験の有無、死別体
験の関係性（複数回答）である。死生観は臨老式
死生観尺度26）を用いて測定した。この尺度は 7 つ
の因子から構成されており、「死後の世界観」 4
項目、「死への恐怖・不安」 4 項目、「解放として
の死」 4 項目、「死からの回避」 4 項目、「人生に
おける目的意識」 4 項目、「死への関心」 4 項目、
「寿命観」 3 項目で構成されている。回答は「当
てはまらない（ 1 点）」−「当てはまる（ 7 点）」
の 7 件法となっている。信頼性と妥当性は確認さ
れており、 各因子のCronbach’sα係数は0.74−
0.88である26）。 ターミナルケア態度はFrommelt
のターミナルケア態度尺度日本語版（FATCOD-
FormB-J：Frommelt attitudes toward care of the  
dying scale-FormB-J）27）28）を用いた。この尺度は
3 つの概念から構成されており、「死にゆく患者
へのケアの前向きさ」16項目、「患者・家族を中
心とするケアの認識」13項目、「死の考え方」 1
項目で構成されている。回答は「全くそうは思わ
ない（ 1 点）」−「非常にそう思う（ 5 点）」の 5
件法となっている。信頼性と妥当性は確認されて
おり、各因子のCronbach’sα係数は0.65−0.85で
ある28）。なお、両方の尺度とも使用権の許諾は不
要となっている。
　 6 ．データ分析方法　
　基本属性はPearsonのχ2 検定、Fisher’s正確確
率検定を用いて両群の同質性を確認した。各尺度
の因子合計得点の変化はShapiro-Wilk検定により
正規性を確認し、死生観についてはAnalysis of 
varianceで分析した。ターミナルケア態度尺度は
正規性を示さなかったため、見学群と非見学群の
群間比較はMann-WhitneyのU検定で分析し、前
後の比較はWilcoxonの符号付順位検定で分析した。
各尺度についてp<0.05を有意水準とした。なお、
臨老式死生観尺度とFATCOD-FormB-Jは、全項
目の合計点を評価に用いることを薦められていな
いため算出していない。 分析はIBM® SPSS® 
Statistics26（日本IBM株式会社、東京）を用い、
統計解析を専門としている研究者から助言を受け
て行った。
　 7 ．倫理的配慮
　本研究は、梅花女子大学研究倫理審査委員会の

承認を受けて実施した（No.2017-0035）。 説明内
容は研究の趣旨や方法、倫理的配慮、学術誌等へ
の研究成果の公表等についてであり、書面を用い
て口頭で説明し、教務部長においては同意書の署
名により、対象者においては調査票の投函をもっ
て研究協力の意思とみなした。データは本研究以
外に使用せず、漏洩や盗難が起こらないよう厳重
に管理し、一定期間の保管の後に完全に廃棄する
こと等について説明した。研究協力は任意であり、
協力をしなくても一切不利益を与えず、個人情報
を保護し、協力の有無・調査票への回答内容の如
何に係わらず一切成績に影響しないように倫理上
の配慮を行った。なお、研究協力校に所属してい
ない研究者が、授業時間以外で強制力をかけるこ
となく、研究協力について書面を用いて口頭で依
頼と説明を行い、調査票を配布・回収した。学籍
番号により対象者が特定されることを防止するた
めに、 新たに関係のないID番号を付した。 学籍
番号の部分は、はさみで切り落とし、それをシュ
レッダーにかけて完全に処理し、その後に研究者
間でデータを共有した。

結　　果
　調査票の回収数は68部、回収率は86.1％であっ 
た。無回答の多い調査票 6 部を除外したところ、
分析対象者数は62人（78.5％）であり、うち見学
群は31人（79.5％）、非見学群は31人（77.5％）で
あった。
　 1 ．対象者の概要（表 1 ）
　年齢の平均値±標準偏差は見学群が27.0±7.4歳、
非見学群は27.3±5.1歳であり差はみられず、すべ
てが女性であった。准看護師としての経験年数は
両群に有意差がみられ、最も多い分布は、見学群
では 1 年未満が25人（83.3％）、 非見学群は 1 年
以上 3 年未満が27人（87.1％）であった。看取り
体験では有意差がみられ、体験ありの者は見学群
が15人（48.4％）、非見学群は25人（86.7％）であっ 
た。死別体験には有意差がみられなかった。
　 2 ．死生観への影響（表 2 ）
　見学群・非見学群の臨老式死生観尺度での得点
の比較では、交互作用および群間の主効果に有意
差はみられなかった。しかし、前後の主効果は、
第 2 因子「死への恐怖・不安」（F=9.48，p=0.003）、
第 5 因子「人生における目的意識」（F=5.29， 
p=0.025）、第 7 因子「寿命観」（F=4.14，p=0.046） 
にみられた。各因子の平均値±標準偏差は第 1 因
子「死後の世界観」20.3±5.6点、第 2 因子「死へ
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表 1 　対象者の基本属性

項目 内容
全体 
N=62

見学群 
n＝31

非見学群 
n＝31

p値

平均値（SD）   0.837 a

年齢 27.1  （6.3） 27.0  （7.4） 27.3  （5.1）

人（％）

性別 男性 0   （0.0） 0   （0.0）  0   （0.0）
女性 62（100.0） 31（100.0） 31（100.0）

職歴 准看護師歴
1 年未満 28  （45.9） 25  （83.3） 3   （9.7）

<0.001 b1 年以上 3 年未満 31  （50.8） 4  （13.3） 27  （87.1）
3 年以上 2   （3.3） 1   （3.3） 1   （3.2）

看護補助者の経験
有 14  （22.6） 9  （29.0） 5  （16.1）

  0.181 c
無 48  （77.4） 22  （71.0） 26  （83.9）

看取り体験 有 40  （64.5） 15  （48.4） 25  （80.6）
<0.008 c

無 22  （35.5） 16  （51.6） 6  （19.4）
死別体験 有 56  （91.8） 30  （96.8） 26  （86.7）

  0.167 c
無 5   （8.2） 1   （3.2） 4  （13.3）

死別体験の
関係性

（複数回答）

二親等以下� 有 45  （73.8） 26  （83.9） 19  （63.3）
  0.860 c

� 無 16  （26.2） 5  （16.1） 11  （36.7）
三親等以上� 有 36  （59.0） 18  （58.1） 18  （60.0）

  1.000 c
� 無 25  （41.0） 13  （41.9） 12  （40.0）

SD：標準偏差，a：t検定　b：Pearson χ 2  test　c：Fisher’s exact test
欠損値 見学群：准看護師歴 １ ，非見学群：死別体験の有無 １
二親等以下：父母、祖父母、配偶者など　三親等以上；親戚、友達、ペットなど
構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入した値である。

の恐怖・不安」18.2±6.8点、第 3 因子「解放とし
ての死」16.3±6.0点、第 4 因子「死からの回避」
10.4±6.7点、第 5 因子「人生における目的意識」
15.5±4.9点、第 6 因子「死への関心」16.6±6.1点、
第 7 因子「寿命観」13.3±5.3点であった。
　 3 ．ターミナルケア態度への影響（表 3 ）
　ターミナルケア態度において群間に有意差はみ
られなかった。しかし、見学前後の推移では、「Ⅰ．
死にゆく患者へのケアの前向きさ」 で見学群 
（p=0.003）および非見学群（p=0.020）に差がみ
られた。また、「Ⅱ．患者・家族を中心とするケ
アの認識」では、非見学群（p=0.048）に差がみ
られた。「Ⅲ．死の考え方」に有意差はなかった。
各項目の平均値±標準偏差は「Ⅰ．死にゆく患者
へのケアの前向きさ」58.0±7.2点、「Ⅱ．患者・
家族を中心とするケアの認識」は51.3±6.3点、「Ⅲ．
死の考え方」は3.6±0.9点であった。
　 4 ．看取り体験と職歴の影響（表 4 ）

　本対象者の属性において、看取り体験と職歴に
おいて両群の分布に差がみられた。看取り体験に
おいて、 2 年課程の看護学生のみを対象とした調
査で、臨床での看取り体験が死生観・ターミナル
ケア態度に関わる29）ことが報告されている。しか
し、経験年数と臨老式死生観尺度との間にはほぼ
相関がなく、FATCOD-FormB-Jとの間には係数
0.2程度の低い相関である30）ことが報告されており、
本研究の結果に非見学群の看取り体験者の多さが
影響しているのではないかと考え、次のように追
加分析を行った。
　臨老式死生観尺度において、看取り体験なしの
者は、見学群の第 5 因子「人生における目的意識」
（p=0.025）のみ得点が有意に高くなった。看取
り体験がありの者は、非見学群において第 2 因子
「死への恐怖・不安」（p=0.045）は低下し、第 5
因子「人生における目的意識」（p=0.010）の得点
が高くなった。FATCOD-FormB-Jにおいて、看
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表 2 　解剖見学・終末期看護学講義前後の見学群・非見学群の臨老式死生観尺度得点の比較

因子
全体 
N=62

見学群 
n=31

非見学群 
n=31 交互作用 主効果（群間） 主効果（前/後）

前 後 前 後

M SD M SD M SD M SD M SD 自由度 F値 p値a 自由度 F値 p値a 自由度 F値 p値a

第 1 因子． 
死後の世界観

20.3 5.6 21.0 4.5 20.3 5.7 19.5 6.6 20.0 6.4 1.0 1.261 0.266 1.0 0.430 0.510 1.0 0.050 0.820

第 2 因子． 
死への恐怖・不安

18.2 6.8 16.8 6.6 15.9 6.0 19.6 6.7 16.1 7.2 1.0 3.220 0.078 1.0 0.919 0.340 1.0 9.480 0.003

第 3 因子． 
解放としての死

16.3 6.0 15.9 6.4 17.1 5.2 16.6 5.7 16.7 6.4 1.0 0.527 0.471 1.0 0.023 0.880 1.0 0.650 0.423

第 4 因子． 
死からの回避

10.4 6.7 9.5 6.5 8.6 6.2 11.2 6.9 10.5 6.7 1.0 0.110 0.742 1.0 1.264 0.265 1.0 2.179 0.145

第 5 因子． 
人生における目的意識

15.5 4.9 16.5 3.9 17.6 4.8 14.5 5.6 15.9 5.4 1.0 0.044 0.835 1.0 2.730 0.104 1.0 5.290 0.025

第 6 因子． 
死への関心

16.6 6.1 17.4 5.9 17.7 5.7 15.8 6.4 16.5 6.7 1.0 0.071 0.791 1.0 0.919 0.342 1.0 0.729 0.397

第 7 因子． 
寿命観

13.3 5.3 14.1 5.2 15.2 3.7 12.6 5.4 13.5 4.8 1.0 0.069 0.794 1.0 1.984 0.164 1.0 4.138 0.046

M：mean，SD：standard deviation，a：Analysis of variance，

取り体験ありの者では、見学群の「Ⅰ．死にゆく
患者へのケアの前向きさ」（p=0.006）が有意に高
くなっていた。看取り体験ありの者では、非見学
群の「Ⅰ． 死にゆく患者へのケアの前向きさ」
（p=0.011）、「Ⅱ．患者・家族を中心とするケア
の認識」（p=0.043）が有意に高くなっていた。看
取り体験なしの者は見学群、非見学群と全ての項
目に変化がみられなかった。

考　　察
　解剖見学の死生観・ターミナルケア態度形成へ
の教育効果
　臨老式死生観尺度・FATCOD-FormB-Jにおい
て交互作用はなく、両群間に差がなかったことか
ら、解剖見学が死生観・ターミナルケア態度を変
化させなかったことが示唆された。その理由には、

以下のことが考えられた。 1 つ目は、解剖見学の
主な学習目標が人体の構造と機能に関する知識を
習得することであり、その目標のもと看護を学ぶ
学生の情意の教育として、献体をされた方々の生
前の思いを鑑みて、倫理観を醸成すること等を目
標に追加したためと考えられた。見学群には看護
教員が見学実習前に生命の尊さや倫理について教
授したが、期待していた情意の学習成果に影響し
なかったと考えられた。看護学生の解剖見学にお
いて、目的に合った実習時期・期間や何をどのよ
うに学ばせるかは重要なことであり、解剖見学に
おいて医学系教員との連携等を含め教育方略を検
討する必要がある。
　 2 つ目は、本研究の対象者の基本属性において、
看取り体験の有無の分布の差が結果に影響したと
考えられた。看取り体験の有無によって、死生観

表 3 　解剖見学・終末期看護学講義前後の見学群・非見学群のFATCOD-FormB-J得点の比較

全体 
N=62

見学群 n=31 非見学群 n=31 群間比較 前後比較
前 後 前 後 前 後 見学群 非見学群

M SD M SD M SD M SD M SD p値a p値a p値ｂ p値ｂ

Ⅰ．死にゆく患者へのケアの前向きさ 58.0 7.2 58.6 7.0 61.8 7.7 57.5 7.5 59.9 7.6 0.439 0.325 0.003 0.020

Ⅱ．患者・家族を中心とするケアの認識 51.3 6.3 51.1 5.1 52.4 4.7 51.4 7.3 53.2 6.4 0.480 0.408 0.102 0.048

Ⅲ．死の考え方  3.6 0.9  3.6 0.9  3.7 1.1  3.6 1.0  3.4 1.1 0.910 0.265 0.583 0.619

M：mean, SD：standard deviation，a：Mann–Whitney U test，b：Wilcoxon の符号付順位検定
FATCOD-FormB-J：Frommeltのターミナルケア態度尺度日本語版（Frommelt attitudes toward care of the dying scale-Form B-J）
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表 4 　解剖見学・終末期看護学講義前後の見学群・非見学群の看取り体験有無における
　　　臨老式死生観尺度とFATCOD-FormB-Jの得点の比較

因子

看取り体験あり n=40 看取り体験なし n=22

前 後 前 後

M SD M SD p値a M SD M SD p値a

臨老式死生観尺度

第 1 因子．死後の世界観 見学群 21.6 5.2 20.7 5.6 0.700 20.4 3.9 19.9 5.9 0.964

非見学群 20.6 6.3 21.1 5.8 0.447 15.2 6.5 15.2 7.1 1.000

第 2 因子．死への恐怖・不安 見学群 16.9 7.0 15.3 6.4 0.247 16.8 6.5 16.5 5.8 0.803

非見学群 18.9 7.2 16.2 7.2 0.045 22.7 3.1 15.3 8.0 0.080

第 3 因子．解放としての死 見学群 16.1 7.5 17.8 4.8 0.300 15.7 5.6 16.4 5.6 0.504

非見学群 16.8 5.6 17.8 6.2 0.321 16.2 6.5 12.2 5.5 0.414

第 4 因子．死からの回避 見学群  8.1 6.2  7.7 6.5 0.610 10.9 6.8  9.4 6.1 0.181

非見学群 10.5 6.5 10.2 6.4 0.767 14.0 8.5 12.2 8.4 0.680

第 5 因子．人生における目的意識 見学群 17.9 4.0 17.7 5.0 0.858 15.2 3.4 17.6 4.9 0.025

非見学群 14.2 5.2 16.3 5.2 0.010 15.8 7.4 14.0 5.9 0.336

第 6 因子．死への関心 見学群 18.5 6.3 18.6 5.7 1.000 16.4 5.6 16.9 5.7 0.271

非見学群 16.9 6.1 17.5 6.7 0.408 11.5 5.9 12.5 5.2 0.500

第 7 因子．寿命観 見学群 13.3 6.0 14.6 4.6 0.323 14.8 4.4 15.8 2.6 0.752

非見学群 12.4 5.1 13.3 4.7 0.155 13.7 7.0 14.3 5.5 0.854

FATCOD-FormB-J

Ⅰ．死にゆく患者へのケアの 
前向きさ

見学群 60.9 6.4 64.8 6.6 0.006 57.1 6.8 59.9 7.2 0.115

非見学群 55.9 5.8 58.6 6.7 0.011 60.7 7.6 62.7 7.0 0.463

Ⅱ．患者・家族を中心とする 
ケアの認識

見学群 52.1 5.1 53.6 4.6 0.115 50.9 4.5 52.1 3.8 0.551

非見学群 52.0 6.4 54.0 4.8 0.043 47.3 9.6 48.5 9.9 0.917

Ⅲ．死の考え方 見学群  3.5 0.9  3.9 0.9 0.132  3.8 0.9  3.5 1.2 0.473

非見学群  3.4 0.9  3.6 1.0 0.527  4.0 1.1  2.7 1.5 0.144

M：mean，SD：standard deviation，a：Wilcoxon の符号付順位検定
FATCOD-FormB-J：Frommeltのターミナルケア態度尺度日本語版（Frommelt attitudes toward care of the dying scale-Form B-J）

と死に対する態度に違いがあった29）と報告されて
いる。本研究の臨老式死生観尺度において、看取
り体験のない者では見学群の第 5 因子「人生にお
ける目的意識」のみに向上変化がみられたのに対
して、看取り体験がある者では非見学群には第 2
因子「死への恐怖・不安」と第 5 因子「人生にお
ける目的意識」に教育効果がみられた。FATCOD- 
FormB-Jにおいては、「Ⅰ．死にゆく患者へのケ
アの前向きさ」と「Ⅱ．患者・家族を中心とする
ケアの認識」に教育効果がみられていた。このこ
とから、看取り体験があることで、終末期看護学
の授業内容と臨床での看取り体験の実際をつなぎ
合わせて深く理解ができたためと考えられた。

　しかし、看取り体験をした見学群も同様に終末
期看護学の授業を受けているが、FATCOD-FormB-J 
の「Ⅰ．死にゆく患者へのケアの前向きさ」のみ
の教育効果にとどまった。このことは解剖見学に
より「死への恐怖・不安」は増さなかったものの、
解剖見学がもたらすネガティブな心理面への影響
があったため、変化しなかったと推察された。ネ
ガティブな心理面への影響として、プラスチック
製の標本とは異なり、解剖された人体を見学する
ことにより看護学生の死への不安が高まった20）こ
とが報告されている。台湾の先行研究21）は、女子
学生は男子学生よりも解剖見学により死への不安
が高くなることや、アイルランドの先行研究20）か
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らは女子学生の死への恐怖感や不安は解剖見学の
9 ヶ月後に緩和したと報告している。死への恐怖
感や不安への影響は、見学群の特性のうち性別が
関わっていると推察された。今回の対象者は全員
が女性であり、評価の時期は解剖見学の 5 ヶ月後
であった。そのため、ネガティブな心理面への影
響が緩和していない状態で測定をしたことで尺度
得点の変化が乏しかったと考えられる。死の心理
を扱った先行研究13）において、1980年代後半まで
の死に関する否定的な考え方から、1990年代には
死をポジティブな面で捉えることへのシフトが始
まった。2000年に発表された臨老式死生観尺度に
おいても死生観は多次元的、包括的でポジティブ
に捉えることを試みている13）。今回、看取り体験
のない看護学生が「人生における目的意識」を高
めたことは、死生観のポジティブな一側面を向上
させたと考える。このことは、解剖見学が看取り
を体験する前の段階での看護学生への死生観を育
成する一助と考える。今後は、看護学生の解剖見
学によるネガティブな心理面も否定することなく、
受けた影響を看護に活かすことができる教育方略
や、教育効果の評価の検証のあり方についてさら
に検討していく必要性が明らかとなった。
　 3 つ目は、本研究の対象者の両尺度の平均値が
もともと高かったため、変化が生じにくかったと
考えられた。 2 年課程の看護学生を対象とした尺
度得点を比較できる先行研究は、複数の文献検索
データベースを用いて検索し、臨老式死生観尺度
については 1 編、FATCOD-FormB-Jについては
見当たらなかった。その中で、第 1 − 3 因子は含
まれていない臨老式死生観尺度の研究結果での第
4 − 7 因子の平均値31）と比較して本研究の方が
4.7点高かった。この先行研究の平均年齢は27.5歳
であり、看取り体験ありが 7 割であった。両研究
の平均年齢、看取り体験は同等であり、本研究の
看護学生は、臨老式死生観尺度の得点がすでに高
く、変化しにくかったと考えられた。
　 2 ．研究成果の教育への適応
　解剖見学を導入している 2 年課程および 3 年課
程の看護師養成所の学生については先行研究が見
当たらなかったが、2017年度の全国の看護系大学
の調査では28.0％が導入しており32）、約 3 校に 1
校の大学が看護基礎教育において教育プログラム
として解剖見学を位置づけている。解剖見学は人
体の構造と機能や、人体模型での学びとは異なり、
献体された方々と向き合うことを通して情意の教
育効果が得られる貴重な教育方法であると示唆さ

れている33）。一方で、解剖見学後に看護学生が恐
怖心や不安をもつことが報告20）されており、本研
究結果においても恐怖心が教育効果を抑制したこ
とが示唆されたため、解剖見学において恐怖心等
に対する教育上の工夫が必要である。本研究では、
解剖見学群において「死への恐怖・不安」は変化
しなかった。理由の一つに、解剖見学による不安
を軽減するために、解剖見学後にグループ内で看
護学生が自由に語る等の機会を設けたためと考え
られた。なお、 2 年課程は准看護師として看取り
体験をもつ看護学生が含まれている。看取り体験
は終末期看護学の教育効果につながっていたと推
察されたことから、准看護師として実践の中で培
われた看取りの経験知を活かし、看取り体験のな
い看護学生もいるため、それぞれに応じた教育方
略を考える必要がある。

研究の限界と課題
　今回の調査は、対象者は自分がどちらの群かを
認識していないが、教育効果の評価に関する調査
に協力していることは知っていたため、結果に影
響している可能性がある。また、研究協力校の選
定を無作為に行えず、 2 つの集団の同質性には差
があり、調査期間や対象者の関心等が関与してい
ることも考えられ厳密な比較はできず、一般化に
限界がある。FATCOD-FormB-Jの下位尺度「Ⅲ．
死の考え方は、通常は使用することを推奨されて
いない。今回、死生観の観点から捉えるために調
査を行ったが、設問項目が １ つであり変化をみる
ことに限界があった。死生観の形成やターミナル
ケア態度を促進するための看護基礎教育における
方略をさらに探究していくことも課題としてある
と考える。

結　　論
　看護師養成所 2 年課程（定時制）の学生の解剖
見学が死生観とターミナルケア態度に及ぼす変化
を臨老式死生観尺度とFATCOD-FormB-Jを用い
て見学群と非見学群の比較を通して検討したとこ
ろ、次のことが明らかとなった。
　臨老式死生観尺度、FATCOD-FormB-Jにおい
て交互作用はなく、両群間に差がなかったことか
ら、解剖見学が死生観・ターミナルケア態度形成
を変化させることがなかったと示唆された。しか
し、解剖見学と終末期看護学の授業によって前後
での変化はあり、臨老式死生観尺度においては、
第 2 因子「死への恐怖・不安」は減、第 5 因子「人
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生における目的意識」は増、第 7 因子「寿命観」
は増と変化がみられた。FATCOD-FormB-Jにお
いては、「Ⅰ．死にゆく患者へのケアの前向きさ」
は両群ともに増、「Ⅱ．患者・家族を中心とする
ケアの認識」は非見学群のみに増と変化がみられ
た。
　解剖見学により臨老式死生観尺度・FATCOD-
FormB-Jが変化しなかった理由の一つに、本研究
の対象者の基本属性において、非見学群には看取
り体験者が多く、看取り体験の有無が結果に影響
していることが考えられた。看取り体験が結果に
影響したと示唆され、検証のあり方や教育の方略
について検討する必要性が明らかとなった。
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